
数学
１ 数学を学ぶにあたって
( ) はじめに1
高校数学を学び始めて１年が過ぎた。この間に，数学の学習に魅力を感じ，熱心に取り組ん
で学力がついた人も多いだろう。また，数学を難しく思い，なかなか学習がはかどらず苦手科
目になってしまった人もいると思う。そこで，２年生の学習を始めるにあたって，これからの
学習を充実していくために，教科の内容やねらい，学校や家庭での学習の仕方を下記にまとめ
てみた。また，教科ガイダンスも実施する。このシラバスを十分に活用して，有意義な学習が
できるよう努力していくことを期待する。

( ) 教科・科目の内容とねらい2
① 数学Ⅱ
第１章「式と証明」
第２章「高次方程式」
第３章「図形と方程式」
いろいろな直線や円を方程式で表したり，不等式を座標平面上で表現する。方程式・不等式
と図形を結びつけて数学の見方を広げる。
第４章「三角関数」
数学Ⅰで学んだ三角比ｓ ｎθ，ｃｏｓθ，ｔａｎθ の角θを動かすことによってできるi
関数について，グラフやその性質について調べる。
第５章「指数関数と対数関数」
累乗ａ の指数ｎについて，様々な値を入れられるように定義を拡張し，指数関数ｙ＝ａ をｎ ｘ

定義し，そのグラフや性質について調べる。また，指数とは逆の役割を果たす「対数」も考
え，対数関数について調べる。
第６章「微分と積分」
微分は関数のグラフに接線を引く作業であり，積分はその曲線によって囲まれた部分の面積
を求める作業であるが，これらは互いに逆の演算である。このことによって，自然界や社会
のさまざまな現象が解明できる。ここでは，その分析方法の一端を学ぶ。

② 数学Ｂ
第１章「平面上のベクトル」
向きと大きさを持つ量「ベクトル」について，平面上で図示したり，加法や減法について学
ぶ。さらに，ベクトルの数による表現や内積について考え，最後にはベクトルを用いて平面
図形の性質を調べる。
第２章「空間のベクトル」
空間においても平面のベクトルの性質が成り立つことを学び，ベクトルを用いて，空間図形
の性質を調べる。また，平面や球の方程式を考える。
第３章「数列」
規則性を持つ数の列について考察し，その一般項や和を求める。

２ 学習の仕方・留意点
( ) 教材1
教科書 「新編 数学Ⅱ 「新編 数学Ｂ」 」
参考書 「理解しやすい数学Ⅱ＋Ｂ」
問題集 学校で指定する。

( ) 学習に関すること2
① 予習
新しいことに興味を持ち，自分で調べたり問題を解くことは非常に大切なことである。予習
は授業の準備というだけではない。実際の模擬試験や大学の入試問題では，演習をしたことの
ない初めての問題がよく出題される。その時どのように対応するかが問題になる。毎日予習を
することで入試問題に対応する訓練をしているということになるのである。未知の問題を自分
で考え，解決していく力を身につけて欲しいと思う。

② 授業
予習しても解からなかったことや，疑問に思ったことを解決していくのが授業である。自分
では解かったつもりでも，間違った解釈をしていることもあるので，先生の説明はしっかり聞
くことが大事である。そして，間違っていたところや大事なことはノートにしっかりメモをと
る 高校の数学の答案は答えだけではだめなことが多い 途中の計算や説明が必要である 数。 。 。「



学の答案はラブレターのつもりで書く」ことが大事である。つまり 「何をどのように考え，，
。 ， 。」 。どんな方法で答えを出そうとしているか そして 答えは何なのか を明記する必要がある

採点者に解答者の考え方を伝えるのである。説明を聞いて，答案作りのポイントを学び身につ
ける。

③ 復習
日々題や休日課題が毎日あるので確実にやり翌日までに必ず提出する。その日の授業内容を
見直し，解かりにくかった問題は参考書で調べたり，問題集の似た問題を再度解いてはっきり
させておく。それでも解からなかったり，不十分な問題は早めに先生や友達に質問し納得して
おく。

④ 休日の学習方法
ア 休日課題をまず自分の力で解き，できない問題は教科書・参考書の例題やノート等で調べて
解く。

イ 次の１週間分の予習をする。
ウ 今までのテスト・日々題等で，間違えた問題をもう１回解いてみる。
エ 問題集，参考書から問題を選んで解く。

３ 考査について
( ) 考査の内容1
定期・実力・課題考査とも教科書を中心として，問題集・参考書・課題（日々題）から出題
する。

( ) 学習方法2
① 教科書の問題が全部解けるか，実際に解いて確認する。
② 問題集・日々題・休日課題等で，間違えたり，解らなかったりした問題を解く。
③ 公式・定理等をもう一度確認する。

４ 評価について
定期・実力・課題考査の得点および学習態度・課題提出・出席状況などの平常点を総合して評
価する。また，５の学習計画表を参考に自己評価をしてみることも大事である。

５ 学習指導計画表

文 理 単 元 内 容 自 己 評 価

【数学Ⅱ】
４ ４ 第３章 図形と方程式 平面上で直線や円を方程式 □平面上のいろいろな点を表せ
§１ 点と直線 で表し，その性質について るか。
§２ 円 考える。また，不等式を座 □直線や円の方程式を求められ

５ §３ 軌跡と領域 標平面上に表現し，様々な るか。
問題を考察する。 □直線や円の位置関係が理解で

きるか。
□軌跡を求められるか。
□領域を図示できるか。

５ 第４章 三角関数 三角比の角を一般角に拡張 □角を一般角に拡張できるか。
。§１ 三角関数 し，三角関数を定義する。 □三角関数のグラフがかけるか
。６ §２ 加法定理 その三角関数のグラフをか □三角関数の性質を理解したか

その性質について調べる。 □三角方程式・不等式が解ける
また，加法定理やその他の か。
公式を用いて様々な問題に □加法定理を活用できるか。ま
取り組む。 た，その応用ができるか。

６ 第５章 指数関数と対数関数 指数を拡張し，様々な計算 □指数の計算ができるか。
。§１ 指数関数 を行う。また指数関数・対 □指数関数のグラフをかけるか

７ §２ 対数関数 数関数を考え，グラフをか □指数方程式・不等式がとける
き，その性質を調べる。ま か。

。た，方程式や不等式の解法 □対数とその性質を理解したか



。について学ぶ。 □対数関数のグラフがかけるか
□対数方程式・不等式がとける
か。
□整数の桁数を求められるか。

【数学Ｂ】
９ ７ 第１章 平面上のベクトル 向きと大きさを持つ量「ベ □ベクトルを図示して，演算が
§１ ベクトルとその演算 クトル」の演算を学び，平 できるか。
§２ ベクトルと平面図形 面図形の性質を調べてい □成分での計算ができるか。10

く。 □内積の計算ができるか。
。□位置ベクトルを利用できるか

□直線や円をベクトル方程式で
表せるか。
□平面図形へ応用できるか。

９ 第２章 空間のベクトル ベクトルを空間に拡張し □空間ベクトルの演算・成分・
§１ 空間ベクトル て，演算を行い，空間図形 内積の計算ができるか。
§２ 座標空間における図形 の性質を調べていく。 □空間図形へ応用できるか。11

第３章 数列 等差・等比数列や基本的な □等差・等比数列の一般項や和10
§１ 等差数列と等比数列 数列の一般項や和を求め を求められるか。
§２ いろいろな数列 る。また，自然数における □漸化式から一般項が求められ
§３ 数学的帰納法 有力な証明方法である数学 るか。12

的帰納法を学ぶ。 □数学的帰納法で等式や不等式
の証明ができるか。

【数学Ⅱ】
１ 第６章 微分と積分 微分によって整関数のグラ □微分係数・導関数を求められ11
§１ 微分係数と導関数 フをかいたり，接線の方程 るか。

。§２ 関数の値の変化 式を求めたりする。また， □接線の方程式を求められるか
§３ 積分法 積分を用いて，曲線で囲ま □関数の増減を調べ，グラフを

れる図形の面積を求める。 かくことができるか。
□不定積分・定積分の計算がで
きるか。
□図形の面積を求められるか。

（文系）２～３月：数学ⅠⅡＡＢの復習と演習

６ その他
( ) 教科ガイダンスについて1
① 予習→授業→復習のサイクルが確立できるように学校で説明を受け，体験する。
② ノートの取り方や重要事項等のまとめ方も指導する。
③ 勉強方が分からない人は遠慮なく質問する。



( ) 平日の学習方法（予習・復習の仕方）2
下記に具体的な学習の流れを提示する。この流れに従って実際に取り組みなさい。

基礎力養成のために 教科書の導入をよく読む。

「例」や「例題」を解説を見ずに
予 ノートに解く。

◯（解けた） ×（解けない）習
の 例や例題の解答例を見て 例や例題の解答例を読み，
最 答え合わせをし，模範解 模範解答を理解する。
低 答を理解する。 分からなかった所にチェ
ラ ックをつける。
イ
ン 教師への質問の内容をまとめておく。

教科書の「練習」問題をノートに解く。
（ページや問題番号をきちんと書く ）。

◯（解けた） ×（解けない）
解答のあるものは答え ① 教科書の例題を再度
あわせをする 確認する。。（☆１）

② 参考書で類題を探し
解答例を見ながら問

（☆２）題を解く。
×（解けない）

質問事項をまとめる。
（☆３）

復
習 ① 日々題を解く。
の ② 問題集を解く。

◯ ×最
低 と同じ と同じ☆１） ☆２）

◯ ×ラ
イ 参考書の基本例題を解く。 と同じ☆３）
ン

質問事項をまとめる。

( ) 最後に3
勉強は徹底してやる。徹底した勉強とは，第１段階「理解する ，第２段階「記憶する ，」 」
第３段階「反復練習」である。予習・授業・復習の繰り返しがこれに当たる。普通の人の勉強
は第２段階までである。定期考査は良いが模試等になるとどうもできないという人は第３段階
が不足しているのである。普通の人間の記憶力なんて大したことはない。どうせやるなら模試
や大学入試に通用する勉強をしなさい。そのためには第３段階が必要になる。さあ，今日から
徹底した勉強を始めよう。


